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調査目的
コロナ禍における自治会の運営状況や活動の工夫、活動の中で

の課題等を自治会の皆様と共有し、本市が自治会活動に一層寄り
添い、支援する。

回収結果
回収数112件 / 157団体（回収率71.3%）
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アンケート結果から⾒えてきたこと①

コロナ禍で「活動頻度が減った」自治会 95団体

「イベントの延期や休止」自治会 89団体
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活動が制限されて困っている自治会が多い



アンケート結果から⾒えてきたこと②

・集会型から各⼾訪問型に変えて、記念品を配布

・LINEでリモート会議

・移動販売⾞を団地内に導入
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工夫して新たな活動をしている団体もいる



アンケート結果から⾒えてきたこと③

今後、必要な支援
感染予防に関する情報提供 76団体
助成⾦・補助⾦ 45団体

今後、特に取り組みたいこと
コロナ感染防止対策 54団体
地域活動の担い手の増加 54団体
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地域活動の担い手の育成・確保

地域の親睦・交流

地域の防災

高齢者福祉・介護

交通安全・防犯対策

健康づくり

環境衛生

公園・緑地の整備

環境保全

学校教育の支援

伝統文化の振興と文化財の保護

子育て支援

生活困窮世帯への支援

生涯学習の充実

障がい者福祉

男女共同参画

観光に関すること

児童虐待・DVの防止と被害者支援

国際・県内外との交流

雇用・就労に関すること

その他

無回答

解決しなければならないと感じている地域課題（特に感じている５つを選択）
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（単位︓団体）

※5つ以上回答している方が多く、その回答も含めている

課題認識 TOP４
１「地域活動の担い手の育成・確保」
２「地域の親睦・交流」
３「地域の防災」
４「高齢者福祉・介護」



活動状況（コロナウイルス感染拡⼤期︓4〜8月）
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単位︓ %



自治会で⾏っていること（あてはまる項目すべてを選択）

（単位︓団体）
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感染症対策グッズの購入、設置（マスク、

検温、飛沫防止シート等）

行政等からのコロナ対策に関する情報収集

（総会の開催方法等）

マスク・消毒液の配布、販売に関する情報

提供

消毒作業

特に行っていない

施設利用のガイドライン作成

会員への電話

LINE等での情報交換、コミュニケーション

その他

無回答

コロナ禍での自治会 TOP３
１「感染症対策グッズの購入、設置等」
２「⾏政からのコロナ対策に関する情報収集」
３「マスク・消毒液の配布、販売に関する情報提供」



コロナの影響で特に困っていること（あてはまる項目5つを選択）

（単位︓団体）
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企画していたイベントの延期・中止

総会、会議等が開催できない

活動の見通しが立たない

住民同士でのコミュニケーションが取れない

メンバーが集まれず活動できない

地域住民の状況がわからない

施設開館・閉館の判断

収入の減少

施設の閉鎖により活動できない

施設利用者の減少

会員の減少

新しい活動方法が分からない

特に困っていない

事務員等の雇用維持ができない

助成金・補助金の活用の仕方がわからない

その他

無回答

コロナで困っていること TOP3
１「企画していたイベントの延期・中止」
２「総会・会議等が開催できない」
３「活動の⾒通しが⽴たない」

※5つ以上回答している方が多く、その回答も含めている
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特にない

新しい活動方法の工夫ができた

活動を多くの方に知ってもらえた

連携先（行政、他団体等）が増えた

一緒に活動する仲間が増えた

オンラインの活用に取り組めた

住民同士のコミュニケーションの増加

寄付の増加

会員が増えた

その他

無回答

コロナの影響を受ける中でも活動に良い影響になったこと
（あてはまる項目すべてを選択）

良い影響になったこと TOP３
１「特にない」
２「新しい活動方法の工夫ができた」
３「無回答」

（単位︓団体）
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今後、必要な支援策 （特に必要と思う3つを選択）

（単位︓団体）
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感染予防に関する情報提供

助成金、補助金

他自治会・市民活動団体との情報交

換の場

活動内容の相談

オンライン等の講習

市民活動に関する講座

その他

無回答

今後、必要な支援 TOP３

１「感染予防に関する情報提供」
２「助成⾦・補助⾦」
３「他自治会・市⺠活動団体との情報交換の場」

※3つ以上回答している方が多く、その回答も含めている



今後、特に⼒を⼊れて取り組みたいこと（あてはまる項目3つを選択）

12（単位︓団体）
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コロナ感染防止対策

地域活動の担い手の増加

コロナ感染予防に関する住民への情報提供

自治会加入促進

住民のニーズに沿った魅力的な企画づくり

活動の周知・広報

行政との協働

他自治会・市民団体との協働

助成金・補助金の活用

新規事業の開拓

活動のオンライン化

特にない

寄付を募る

その他

無回答
※3つ以上回答している方が多く、その回答も含めている

今後、取り組みたいこと TOP３

１「コロナ感染防止対策」
２「地域活動の担い手の増加」
３「コロナ感染予防に関する住⺠への情報提供」



コロナ禍で活動する中で、工夫されていることや新たに取り⼊れたこと

• 新型コロナ＆消毒液講習会実施

• 集⾦等の訪問の際に、「飲みに⾏かないでね」等
の声かけをし、コロナ拡大防止に努めている

• 定例会は、LINEでリモート会議を⾏っている

• 公園内にて、お年寄りを対象とした健康体操など
の介護予防等を実施した。

• 会員の買い物支援に移動販売⾞を団地内に導⼊し
た。

新たに取り⼊れたこと

• SNSを使用し、情報を伝達

• 寄付を受入れ届けるつなぎ役

• 総会、敬⽼会の代わりに各⼾を訪ねて記念品を配
布しながら、会員の安全を確認した

• カジマヤーを迎えた家を訪問しながら、旗頭、獅
子舞等の道ジュネ―を⾏い、お祝い。高齢者の皆
様へ手作りマスク、消毒液、手作り玄米おにぎり、
手作りペットボトル容器入れを配布

• 会費は振り込みでお願いしている

• 総会決議を書面評決に変更した

工夫したこと
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※自由記述回答から一部抜粋。



コロナ禍で工夫した活動の事例を紹介します
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敬⽼会（繁多川自治会）
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コロナの影響により敬⽼会が中止
米寿、カジマヤー等を迎えた会員宅を訪問し、自治会オリジナルの記念品を贈呈
記念品は、副会⻑の⽟城徳正さんデザインのロゴマーク入りオリジナル布マスクなど︕



敬⽼会（寒川町自治会）
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カジマヤ―を迎えた家を訪問しながら、旗頭、獅子舞等の道ジュネ―を⾏い、記念品を贈呈
会員を元気づけた



敬⽼会（新都⼼銘苅市営住宅自治会・銘苅市営住宅自治会）
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敬⽼会が中止になり、⾒守りを兼ねて各世帯を訪問し、記念品を配布
銘苅市営住宅自治会は、那覇市社会福祉協議会と連携し⾒守りを⾏った
他にも、多くの自治会で⾒守りを兼ねた敬⽼者の訪問を⾏っていた



フードドライブ（字小禄自治会）
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小禄南小学校区まちづくり協議会と連携し、フードドライブを実施
自治会館を開放し、困窮世帯への⾷糧支援に協⼒
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コープ移動販売
高齢者の買い物支援のため、那覇市社会福祉協議会・地域包括支援センター⽯嶺と何度も話し合いを重ね、
コープおきなわと連携し実施
「Uber Kids(ウーバーキッズ）」という名の子どもたちによる運搬手伝いや、ゆんたくや昔遊びができるよ
うテーブルやイスを設置し、異世代交流・⾒守り支援もできる場となるよう工夫

移動店舗（⽯嶺団地自治会）
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防災・地域情報マップ&マスク配布（銘苅新都⼼自治会）

・コロナの影響でまつりが中止
代わりに、防災・地域情報マッ
プを作成&配布（事業補助⾦活⽤）

・マップはラミネートで頑丈にして、
マスクも一緒に自治会加⼊世帯へ
配布

・防災情報に加え、日常でも使える
よう公共施設、病院、薬局、店舗
情報も掲載
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地域冊子の発刊（銘苅新都⼼自治会）

・コロナの影響により、
自治会イベントが中止

・この機会に、以前から構想のあった
「地域冊子」を作成

（自治会︓地域誌を作りたい
PTCA ︓地域の副読本を作りたい）

・自治会、銘苅小学校（校⻑、教
頭、教諭）、PTCA会⻑が連携

・イラストは、PTCA会⻑・かみしば
いや〜さどやんが手がけた

・自治会員、銘苅小（３年⽣以上）、
地域関係者へ配布
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ホームページ活用（三原区自治会）

・紙媒体では限りがあるが、ホームページは
いつでも誰でも⾒ることができる

・ITに詳しい役員がホームページを開設

・低料⾦でできるサービスを利⽤

・簡単に更新ができるようにして、
誰でも更新できるようにしている

三原区自治会HP
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LINE（ライン）活用（真和志自治会⻑連絡協議会・宮城区自治会）

・自治会作業中、その様子の
写真を投稿すると「少しな
ら手伝える」と会員が顔を
出してくれるようになった

・台風で急遽イベントを中止
する時、すぐに案内できる

・宮城区自治会のオリジナル
スタンプも作成

・各自治会のコロナ対策、
マスク・消毒液の情報
共有が素早くできた

・コロナ禍では、笑える
動画や自治会の鯉のぼ
り掲揚の写真などで、
お互いを励まし合った
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ステイホーム支援（真和志自治会⻑連絡協議会）

・自治会のネットワークを活⽤し、
会員にお酒を安く販売

・ステイホームを楽しめるよう
新たな取組を実施

・ステイホーム⽤のお酒を購入するこ
とで、コロナ禍での売り上げに影響
が出ている地域企業への支援にもつ
ながった



コロナ禍における活動整理のイメージ
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緊急・重要

通常

人
と
の
接
触
が
多
い

人
と
の
接
触
が
少
な
い

定期総会

スポーツ大会花植え作業

防犯パトロール
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●書面表決の進め⽅（一例）
1.「会員への案内文」、「議案」、「書面表決書」を会員に配布・郵送
2. 会員から「書面表決書」を提出してもらう
3. 役員等の少人数で総会を開催し、集計
4. 「結果報告書」を回覧（掲示）または配布（郵送）

※各様式の参考データは、
まちづくり協働推進課ホームページに掲載しています。

書面による定期総会の開催について

まちづくり協働推進課 HP
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Zoom（ズーム）の活用（真和志地区地域活性委員会）

・web会議システムである
zoomを活⽤し、自治会、
企業、大学関係者とオン
ライン会議を開催

・大学教授による真和志地
域の歴史に関する講話や、
地域企業の取組等を共有

・オンラインを活⽤するこ
とで、遠く離れた横浜の
企業社⻑（地域と企業の
連携に興味のある方）と
も繋がることができた



那覇市

ホームページ Facebook LINE Instagram 防災Twitter

まちづくり協働推進課

なは市⺠活動支援センター

ホームページ Instagram ホームページ Facebook なは市⺠活動応援サイト LINE

二次元バーコードに携帯電話のカメラ機能をかざすと、該当ページにつながります
コロナ禍における情報等を配信しておりますので、ぜひご登録をお願いします
（LINE（ライン）、Instagram（インスタグラム）は友達追加）

コロナに関する情報発信（二次元バーコード）
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